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新年のご挨拶

山江村議会議長
松本　佳久

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年12月田口議員の議長辞任に伴い、議長に就任いたしました松本で

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　西暦2012年、今年はどのような一年になるのでしょうか？多くの方

が、日本国は歴史的に大きな曲がり角に差し掛かっているのではないか

と感じておられるのではないでしょうか。

　昨年3月11日には日本中を、いや世界中を震撼させた「東日本大震

災」が発生いたしました。今回の地震と津波は平安時代以来1000年に

一度という大きなものでした。又、絶対に安全だといわれていた原子力

発電所も事故を起こし、多量の放射能を周辺へ放出してしまいました。

「東日本大震災」によって2万人近くの人が帰らぬ人となられました

が、そのご家族ご遺族の方々、住宅等に甚大なる被害を受けられ今も仮設住宅暮らしを余儀なくされ

ている方々を始め、被害を受けられたすべての関係者に対し衷心よりお見舞いを申し上げます。

　新聞・テレビを通じて被災地の見渡す限りの瓦礫の山を見たとき、私は太平洋戦争敗戦直後の東京

の焼け野ヶ原を思い起こしました。あれから60有余年、今東京は見事に甦り更に発展しています。願

わくば人類の英知を結集して、東日本大震災による被災地の一日も早い復旧・復興を待ち望むもので

あります。

　大地震・大津波は天災ですが、原発事故は人災です。それも電力関係者や日本国政府ばかりではな

く、日頃から電気の恩恵を多大に受けている私たち国民一人ひとりの責任となる人災でした。私たち

は今一度自分自身の生活を見つめなおし、日本国の電力需給をどうするのか、エネルギー政策をどう

するのか、一人ひとりが考え直す時期に来ていると思います。

　国では通常国会が開会中です。消費税増税を伴う「社会保障と税の一体改革」、環太平洋諸国で貿

易自由化を目指す「ＴＰＰ参加」の是非、約1,000兆円にも及ぶ国債･地方債の償還、等々課題難題山

積の日本国ですが、この国を良くするのも悪くするのも国民一人ひとりの責任です。政治家や他人の

せいにせず、自分の責任でよりよい社会の実現にみんなが責任を持つ、そのような2012年でありた

いと念願しています。

　歴史は日々の私たちの生活の積み重ねの中から生まれてきます。毎日の暮らしの中から、より暮ら

しやすい山江村の建設のために、皆様の声を議会議員・議会事務局まで届けていただきますようお願

い申し上げ新年のご挨拶といたします。

村民の皆様にとって、倖多き一年でありますことを心よりお祈りいたします。

●「山田小学校ICT活用公開授業・研究発表会」の様子
　１２月２日、山田小学校において、ICT（情報通信技術）を活用した公開授業と研究発表会が開催さ
れ、全国各地から教育関係者や企業関係者など300人以上が参加しました。

●「役場入口の門松」
　１２月１６日、１２月定例議会を終え、議会全員で役場入口に門松を設置しました。材料はそれぞ
れが持ち寄り約１時間半程度で完成しました。

【表紙写真の説明】



■ 歳　入
【単位：千円】※補正された款のみ掲載しています

款 補正前の額 補正額 計 補正額の説明

5,818

1,518,202

29,248

348,954

256,134

57,013

245,660

2,995,254

939

20

430

13,904

6,397

6,254

1,200

29,144

6,757

1,518,222

29,678

362,858

262,531

63,267

246,860

3,024,398

地方特例交付金

普通交付税

老人福祉施設

農業施設等整備負担金

障害者福祉サービス負担金

子育て支援交付金

社会資本整備総合交付金

地域生活支援事業

林道施設災害復旧事業補助金

社会福祉費負担金

児童福祉費負担金

障害者福祉費補助金

農業費補助金

選挙費委託金

後期高齢者医療返納金

（財）熊本県市町村振興協会補助金

林業施設災害復旧費債
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地方特例交付金

地 方 交 付 税

分担金及び負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 収 入

村 債

歳　入　合　計

　平成23年12月定例議会は、12月14日から16日までの3日間の会期で開催されました。14日に開会

し、田口議長から提出されていた議長辞職願について、臨時議長により仮議長を選出し承認したあ

と、臨時議長の指名推薦により満場一致で、新議長に松本佳久議員を選出しました。その後議事に移

り提案理由の説明、15日は一般質問で3人が登壇し、16日に質疑・討論・表決が行われ、委員会審査

報告（平成22年度一般会計および特別会計決算の承認）９件、条例1件、補正予算５件、要望１件、陳

情２件が原案のとおり承認・可決・採択（1件は委員会付託）され閉会しました。

　山江村の一般会計補正予算（第５号）は、歳入歳出それぞれ2,914万4千円を追加し30億2,439万8千

円となりました。

　歳入は、地方交付税や国県の補助金等の確定に伴うもので、歳出は熊本県知事選挙費395万9千円、

障害者福祉費537万8千円、老人福祉費288万円、林業施設災害復旧費651万9千円、予備費937万円な

どが主な内容です。

平成23年12月定例議会報告平成23年12月定例議会報告

平成23年度一般会計予算

新議長に松本佳久氏を選出
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■ 歳　出
【単位：千円】

【単位：千円】

※補正された款のみ掲載しています

款 補正前の額 補正額 計 補正額の説明

71,906

503,716

635,669

350,372

330,064

26,004

366,219

107,521

153,969

51,860

88,305

2,995,254

0

13,371

0

25,797

255

484,128

284,255

164,492

454,942

38,912

484,128

297,626

164,492

480,739

39,167

74

10,426

15,556

416

△4,582

821

△10,795

０

1,339

6,519

9,370

29,144

71,980

514,142

651,225

350,788

325,482

26,825

355,424

107,521

155,308

58,379

97,675

3,024,398

共済費

総務管理費

徴税費

戸籍住民登録費

県知事選挙費

統計調査費

社会福祉費

児童福祉費

保健衛生費

農業費

林業費

自然休養村施設管理費

温泉センター管理運営費

土木管理費

道路橋梁費

防災行政無線維持管理費

小学校費・中学校費・社会教育費

保健体育費

林業施設災害復旧費

予備費

高額療養費補助への充当

中央地区簡易水道施設整備工事

消費税への充当

システム改修費
施設介護サービス給付負担金

点検委託料

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

予 備 費

歳　出　合　計

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

ケーブルテレビ事業

平成23年度特別会計補正予算

会　計　区　分 補正前の額 補正額 計 補正額の説明
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

・山江村議会仮議長の選挙について

・議長辞職の件について

・山江村議会議長の選挙について（追加議案）

・平成22年度山江村一般会計決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計老人保健医療事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計簡易水道事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計農業集落排水事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計介護保険事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認定について（委員会報告）

・平成22年度山江村特別会計工業用地等造成事業決算の認定について（委員会報告）

・山江村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・平成23年度山江村一般会計補正予算（第5号）

・平成22年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第2号）

・平成22年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第2号）

・平成22年度山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第2号）

・平成22年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第2号）

・平成22年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第3号）

・山口地区簡易水道の設置を求める要望書（16区）

・「住宅リフォーム助成制度」の実施を求める陳情書

・議員派遣の件

・閉会中の継続審査申出書

（議会運営委員会）（議会活動調査検討特別委員会）（経済建設常任委員会）

・国民健康保険財政への国庫負担割合をふやすことを求める意見書の提出に関する

陳情

《議決結果》

議　　　　　　案　 議決の結果

推薦当選

承　　認

推薦当選

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採　　択

採　　択

委員会付託

原案可決

継続審査
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・
施
政
方
針
に
つ
い
て

① 

人
材
の
育
成
、
活
用
に
つ
い
て

  

（
職
員
の
研
修
体
制
と
人
材
の
活
用
施
策
）

中
　
竹
　
　
耕
　
一
　
郎
　
議
員

・
国
保
医
療
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て

・
村
内
道
路
等
不
具
合
箇
所
に
つ
い
て

西
　
　
孝
　
恒
　
議
員

質
問  

役
場
職
員
の
研
修
育
成
及
び
経
費
は
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
通
常
の
研
修
に
加
え

て
本
年
は
特
別
に
東
日
本
震
災
へ
の
人
的

派
遣
の
研
修
費
を
計
上
し
た
。

質
問 

来
年
度
も
東
日
本
震
災
関
係
の
派
遣

研
修
予
算
を
計
上
さ
れ
る
か
？

答
弁
（
村
長
）
被
災
状
況
を
見
極
め
派
遣

の
要
請
が
あ
れ
ば
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

質
問 

団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
り
役
場
職
員

の
構
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で

の
職
員
が
61
％
を
占
め
て
い
る
。

質
問 

こ
の
年
代
の
若
手
職
員
の
双
肩
に
か

か
っ
て
い
る
。
今
後
若
手
職
員
に
対
し
て
は

ど
の
よ
う
な
研
修
計
画
が
あ
る
の
か
？
特
に

留
意
す
る
こ
と
は
？

答
弁
（
村
長
）
要
は
い
か
に
目
的
意
識
と

自
覚
を
も
っ
て
自
分
を
磨
く
か
が
大
切
。

各
種
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
資
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
先
般
国
会
陳
情
の
折
の
研
修
で
自

治
大
学
校
卒
業
に
よ
る
繋
が
り
が
も
と
で

有
意
義
な
研
修
が
で
き
た
。
自
治
大
学

校
、
村
お
こ
し
に
か
か
る
実
地
研
修
な
ど

職
員
の
派
遣
が
あ
る
の
か
？

答
弁
（
村
長
）
自
治
大
学
校
派
遣
の
予
算

は
確
保
し
て
い
る
。
総
合
的
に
検
討
し
て

新
年
度
予
算
に
計
上
す
る
。

質
問
　
共
同
試
験
事
務
に
関
し
た
事
件
に
つ

い
て
村
長
の
認
識
は
？
何
が
原
因
な
の
か
？

ど
の
よ
う
な
処
理
を
す
る
の
か
？

答
弁
（
村
長
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
過
失
の
度
合
い
を
見
な
が
ら

あ
る
程
度
重
き
処
分
を
す
る
。
役
場
一
丸
と

な
っ
て
職
員
研
鑽
に
努
め
て
い
く
。

要
望
　
誰
に
で
も
間
違
い
は
あ
る
。
事
後
処

理
が
肝
要
で
あ
る
。
非
は
非
と
し
て
認
め
反

省
し
ス
ピ
ー
デ
イ
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
「
時

代
の
駅
む
ら
や
く
ば
」
の
人
材
育
成
は
不
充

分
で
な
い
か
？
財
政
的
に
支
援
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
？

答
弁
（
村
長
）
行
政
改
革
委
員
会
の
意
見
で

は
補
助
金
は
切
る
べ
し
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
独
立
採
算
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

要
望
　
団
体
の
運
営
状
況
を
再
確
認
さ
れ
て

実
情
を
正
確
に
把
握
さ
れ
た
い
。

質
問
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ス
タ
ッ
フ
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
村
長
の
認
識
は
？

答
弁
（
村
長
）
山
江
型
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
誇
れ
る
組
織
に
作
り
た
い
。
ス
タ
ッ
フ
の

条
件
整
備
を
整
え
全
国
に
発
信
で
き
る
体
制

に
し
て
い
く
。

要
望
　
役
場
で
働
い
て
い
る
職
員
、
派
遣
、

委
託
、
臨
時
職
員
等
93
人
に
つ
い
て
決
し
て

使
い
捨
て
の
感
覚
で
な
く
人
を
育
て
る
観
点

か
ら
、
米
百
俵
の
精
神
で
最
大
限
努
力
を
望

む
。

質
問
　
本
村
の
高
齢
化
率
と
医
療
機
関
へ
の

受
診
状
況
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
生

活
習
慣
や
食
生
活
改
善
の
た
め
の
管
理
栄
養

士
配
置
の
計
画
内
容
や
生
活
習
慣
病
対
策
に

つ
い
て

答
弁
（
村
長
）
本
村
住
民
の
疾
病
受
診
状
況

か
ら
１
人
当
た
り
の
国
保
医
療
費
額
や
介
護

保
険
費
用
額
は
、
郡
市
や
県
下
で
最
も
高
額

で
あ
る
。
早
急
に
予
防
対
策
と
し
て
医
食
同

源
か
ら
総
合
的
な
公
衆
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
即
戦
力
と
な
る

管
理
栄
養
士
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
選
考
試

験
後
採
用
は
平
成
24
年
４
月
１
日
を
予
定
し

て
い
る
。
採
用
後
は
、
山
江
型
福
祉
拠
点
づ

く
り
の
推
進
に
伴
い
、
村
民
の
健
康
を
守
る

係
の
再
編
と
効
果
的
な
対
策
を
進
め
て
行

く
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
生
活
習
慣
病
の
予

防
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
に
よ
り
疾
病

構
造
も
変
化
し
て
い
る
。
適
度
な
運
動
指
導

や
食
生
活
の
改
善
ま
た
、
検
診
率
を
高
め
る

取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
重
篤
疾
病
に
移
行

し
な
い
こ
と
が
大
事
、
併
せ
て
医
療
費
の
軽

減
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
本
村
で
２
番
目
に
多
い
歯
周
疾
患
の

予
防
と
し
て
節
目
歯
科
検
診
等
の
対
策
は

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
本
村
で
は
そ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
国
保
人
間
ド
ッ
ク
、

が
ん
受
診
者
で
節
目
年
齢
40
歳
、
50
歳
、

60
歳
に
つ
い
て
歯
周
疾
患
検
診
を
セ
ッ
ト

と
し
て
い
る
が
、
受
診
者
は
少
な
く
不
十

分
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯
周
疾
患

の
予
防
早
期
発
見
治
療
が
生
活
習
慣
病
の

効
果
的
な
予
防
に
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
認

知
度
を
高
め
る
と
と
も
に
提
案
内
容
に
つ

い
て
十
分
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策

を
進
め
る
。

質
問
　
村
内
の
道
路
等
不
具
合
箇
所
に
つ

い
て

答
弁
（
建
設
課
長
）
今
年
の
梅
雨
時
期
は

近
年
に
な
い
大
雨
に
よ
り
村
内
も
被
害
を

受
け
県
及
び
本
村
も
災
害
発
生
時
に
応
急

的
な
復
旧
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
現
場
の
構
造
上
現
状
復
旧
出
来
な
い

箇
所
や
多
額
の
経
費
が
か
か
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
を
受
け
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
各
箇
所
と
も
さ
ら
に
対
処
方

法
な
ど
を
検
討
し
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。
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・
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

岩
　
山
　
正
　
義
　
議
員

①
　
特
定
検
診
受
診
率
に
つ
い
て

②
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

議会の主なうごき

民主党熊本県総支部連合会山江村要望箇所視察

道州制・地域主権改革キャラバン対応

第55回全国町村議会議長大会
球磨郡町村議長会産業行政視察

人吉球磨広域行政組合議会運営委員会

第29回やまえ産業振興まつり

球磨郡町村議会議長会

総務常任委員会・経済建設常任委員会連合審査

総務常任委員会・経済建設常任委員会連合審査

人吉球磨広域行政組合議会定例会

人吉下球磨消防組合議会定例会
川辺川総合土地改良事業組合議会定例会

議員懇談会

議会運営委員会

村道城内神園線道路新設工事起工式

球磨郡町村議会正副議長・事務局長合同会議

平成23年第9回12月山江村議会定例会

人吉球磨広域行政組合議会定例会

議会広報編集特別委員会

大王神社元旦祭

成人式

消防出初式

山江村新春のつどい

安全祈願祭

小規模多機能型在宅介護事業所起工式

球磨郡町村議長会

新春駅伝大会

議会広報編集特別委員会

議会全員協議会

11 . 13

11 . 14

11 . 16 
   ～19

11 . 18

11 . 20

11 . 21

11 . 22

11 . 24

11 . 25

11 . 28

12 . 2

12 . 6

12 . 9

12 . 12

12 . 14
   ～16

12 . 22

12 . 28

 １. １

 １. ４

 １. ６

 １. ７

 １. ８

 １. 11

 １. 12

 １. 15

 １. 19

 １. 20

月 日　　　　　　  行　　　　　　事 月 日　　　　　　 行　　　　　　事 

質
問
　
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
を
対

象
に
、
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
が
義
務

化
さ
れ
５
年
後
の
義
務
達
成
率
65
％
が
、
来

年
度
と
な
っ
て
い
る
が
受
診
率
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
23
年
度
は
ま
だ
確

定
し
て
い
ま
せ
ん
、
22
年
度
（
５
１
．１
％
）

と
同
程
度
と
思
う
、
達
成
は
厳
し
い
が
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
達
成
率
を
下
回
る
と
国
か
ら
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
に
よ
り
村
の
負
担
が
多
く
な
る
が
、
受

診
率
向
上
の
対
策
は
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
受
診
し
や
す
い
よ

う
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
検
診
の
重

要
性
を
説
明
し
、
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
　
国
保
税
の
現
年
度
分
の
収
納
率
が
、

平
成
19
年
度
で
は
９
４
．２
％
あ
っ
た
が
年
々

下
が
り
平
成
22
年
度
の
決
算
で
は
９
１
．６
％

で
あ
る
、
以
前
は
収
納
率
に
よ
る
ぺ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
っ
た
が
、
廃
止
に
よ
り
収
納
率
が

下
が
り
滞
納
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
収
納
率
向
上
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁
（
税
務
課
長
）
　
納
税
は
国
民
の
三
大

義
務
の
一
つ
で
あ
る
、
払
い
た
い
け
ど
払
え

な
い
方
に
は
分
納
に
よ
る
納
税
を
お
願
い
し

て
い
る
。
本
年
度
か
ら
県
及
び
隣
接
市
町
村
に

よ
る
併
任
徴
収
を
取
り
入
れ
、
滞
納
整
理
の

技
術
の
向
上
及
び
法
律
に
基
づ
い
た
滞
納
処

分
を
行
い
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
国
保
世
帯
数
が
年
々
減
少
し
、
税
額

も
減
少
し
て
い
る
中
、
医
療
費
は
増
加
し
収

納
率
は
下
が
る
現
状
で
あ
る
が
、
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
弁
（
税
務
課
長
）
景
気
低
迷
に
よ
る
村
民

所
得
の
減
少
な
ど
が
原
因
と
み
て
い
る
。

答
弁
（
村
長
）
　
昨
今
の
経
済
情
勢
を
み
る

と
、
納
税
者
に
と
っ
て
は
生
活
に
追
わ
れ
厳

し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、
納
税

は
国
民
の
義
務
で
あ
る
、
収
納
率
が
９
１
％

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
職
員
の
配
置
等

も
考
え
収
納
率
向
上
に
努
め
た
い
。

質
問
　
年
末
等
の
課
長
以
上
に
よ
る
特
別
徴

収
は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
税
務
課
長
）
２
名
の
徴
収
専
門
職
員

が
お
り
、
毎
月
戸
別
訪
問
、
電
話
に
よ
る
催

促
、
夜
間
徴
収
等
を
実
施
し
て
お
り
現
在
は

行
っ
て
い
な
い
。
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
３
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
９
月
の
台
風
に
よ

る
土
砂
災
害
と
日
本
中
が
自
然
の
猛
威
に
さ

ら
さ
れ
国
土
保
全
と
自
然
環
境
の
保
全
・
再

生
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々

の
一
刻
も
早
い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
を
機
に
人
と
人
と
の

「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
、
お
互
い

助
け
合
う
こ
と
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
山
江
村
議
会
も
昨
年
４
月
に
改
選
が
行
わ

れ
、
議
員
一
同
そ
の
「
絆
」
が
地
域
と
行
政
の

絆
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
村
民
皆
様
に
と
り
健
や
か
で

実
り
あ
る
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
口
　
予
志
之
）

議
会
広
報
委
員中

竹
　
耕
一
郎

西
　
　
孝
　
恒

松
本
　
佳
　
久

谷
口
　
予
志
之

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

　

〃

　

議会研修報告議会研修報告
　山江村議会は、11月9日から11日までの3日間、平成24年度主軸事業の国会への要望活動を行いその後、

議会活動および定住化促進事業の先進地研修を行いました。　　

　9日は、午前中国会議事堂内の民主党陳情要望対応本部へ要望書を提出した後、地元選出国会議員を訪ね

山江村の現状、課題を説明し、平成24年度事業要望を行いました。

　2日目は、定住化促進事業により人口が増加傾向にある北海道厚真町を研修、3日目は日本で最初に議会

基本条例を制定した栗山町議会との意見交換を行いました。

　厚真町は北海道の南部太平洋

側に位置し、雪が少ないことか

ら、道内をはじめ全国各地から

移住者がおり、分譲宅地の造成

や空家バンクなどの定住化促進

事業を進めています。

　山江村議会は10月25日に、民主党熊本県総支部連合会に

対し、平成24年度主軸事業や村の懸案事項について要望活動

を行いました。

　これに対して11月13日、民主党熊本県総支部連合会最高

顧問で参議院議員の松野信夫氏ら一行５名が山江村を訪れ、

山江村が抱える課題等について意見交換を行ったあと現地調

査を行いました。

民主党陳情要望対策本部への要望活動 （松村参議への要望）

栗山町議会との意見交換

（金子代議士への要望）

大自然のなかの定住者住宅（厚真町）

民主党熊本総支部連合会が山江村を現地調査

万江地区の現地を調査する一行

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

民主党本部・地元選出国会議員へ平成24年度事業要望

▶


